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１．はじめに 

近年の人手不足やダム等の特殊工事経験者の不足，若手職員への指導不足の課題を解決すべく，当作業所で

は若手職員でも過去の履歴を参考にして適切な打設計画を立てることが可能な打設支援システムを開発し，

打設効率の向上に取り組んできた 1)．一方で，「現場に行く」ことにより移動時間を要することや若手職員へ

の指導時間不足の課題が残されていた．このような環境下で生産性向上を達成するためには，職員同士をネッ

トワークでつなげ情報共有することで，経験豊富な職員が遠隔地からの作業所管理や指示などのコミュニケ

ーションを行うことを可能にし効率良くマネジメントすることが必要である．さらには複数作業所をマネジ

メントすることができれば人員不足の解決も可能となる． 

そこで，現場内のネットワーク構築や固定カメラとウェアラブルカメラにより遠隔地から現場細部をモニタ

リング可能な環境を構築した．本稿ではこれらの環境を活かした遠隔立会と遠隔打設当番を試行し，遠隔での

作業所管理と移動時間削減を検証した概要と結果を報告する． 

 

２．ネットワーク環境の構築 

離れた場所からの遠隔での作業所管理を実現す

るためには現場細部を常時モニタリング可能なカ

メラシステムの構築が不可欠であり，映像送信に

は多くの帯域が必要なため安定して接続が可能な

ネットワーク環境を整える必要がある．そこで，

既存のネットワークに加えて光回線を増設し左右

岸と型枠，監査廊内に固定カメラを設置し，重機

と作業員にはウェアラブルカメラを装着すること

で現場細部のモニタリングを可能にした（図-1）． 

 

３．デジタルツインによる現場の可視化 

遠隔からの作業所管理には場所や時間に依らず

接続可能なツールが重要である．構築した環境に常

時アクセス可能なデバイスとツールを活用し現場

の可視化を行った（図-2）．カメラ映像については自

席の PC やタブレットで確認可能なため，どこにい

ても確認することができる．また，打設支援システ

ム 1)にて現場の打設状況を把握可能なことに加え

て，コンクリートの性状に至るまで鮮明に確認する

ことが可能である． 
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図-1 ネットワーク環境とカメラ設置状況 
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図-2 現場の可視化 
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４．遠隔打設当番および遠隔立会の試行 

構築したシステムとツールを用いて主に移動時

間削減と遠隔での作業所管理が可能かの検証を目

的として遠隔打設番と遠隔立会を試行した．カメ

ラ映像はクラウドを経由するため過去の状況を振

り返ることが可能である． 

 

４．１ 遠隔打設当番の試行 

図-3 に示すように，職員とバイバックに装着し

たウェアラブルカメラ映像を事務所内に設置した

モニタに表示した．映像は高圧縮・高フレームで送

信可能なため低容量の通信で滑らかな映像を事務

所内で把握することができ，打設状況の確認，必要

に応じて指示が可能となり職員の移動時間を削減

することができた． 

４．２ 遠隔立会の試行 

監査廊内に設置したネットワーク環境とカメラ

を活用し，基礎処理ボーリングの遠隔立会を試行

した．事務所内にて検尺確認を実施することによ

り，発注者職員の移動時間や現場作業の待ち時間

を削減することができた．発注者職員の見解は「検

尺立会はカメラで適用可能と考えられる．岩盤を

叩く等の確認作業や，細部を含む打設前検査の全

項目適用には課題があるが，生産性向上に向けて

有効な取組みの一歩と考えられる」であった． 

 

５．まとめ 

ダムサイト・監査廊内にネットワーク環境を構築し，固定カメラやウェアラブルカメラを活用することによ

り遠隔地から現場細部をモニタリング可能にし，コミュニケーションツールを活用することにより遠隔打設

当番や遠隔立会を試行した．現場での滞在時間や移動時間を削減することができた．また，協力会社の職長か

らは「作業員・作業班の進捗状況が事務所にいながら把握できる」と好評であった．カメラ映像の活用は現場

状況をデータとして保存でき，解析が可能という利点がある．さらなる生産性向上を達成するためには常時細

部のモニタリングと同時に現在社員の目で行っている「現場を見る」ことを画像解析で強化することで，仮想

的に現場巡視を増やし職員のマネジメントを支援していくことが必要と考える． 

今後は，新たな現場での何もない環境に対するネットワーク環境の構築手法を整理し，職員が使いやすいデ

バイスやツール，UI（User Interface）を洗練することで展開を図る．さらに ICT を活用し他部署と作業所間や

作業所同士を常時「つなげる」ことでコミュニケーションを促し，経験豊富な職員の知見を活用することで「助

け合う」「教え合う」仕組みづくりを強化していく． 
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図-3 遠隔打設当番の試行状況 

図-4 遠隔立会の試行状況 
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